
中期経営計画2027（2023年度～2027年度計画）

自らを変革し、変化を創造する
～TC Transformation and Sustainable Growth～

グリーン
Transformation
カーボンニュートラル 
関連事業の創出

人材・組織
Transformation
変化を創造できる 

人材育成・確保と組織整備

デジタル
Transformation
デジタル技術の活用による 
顧客提供価値の向上

財務戦略

財務目標

既存事業の
バリューアップ

リスクマネジメント 
の高度化

グループ連結経営の強化

事業投資の
資産回転

人材戦略・ 
組織戦略の強化

低効率資産の
入れ替え・EXIT

財務基盤の強化

新たな
事業領域創出

GX・DX推進
経営基盤
の強化

非財務目標

5年後の当社の目指す姿
これまで築いてきた強みを深化させるとともに、変化に対応するだけではなく自らを変革し、
変化を創造する企業グループを目指します。

目指す姿の実現に向けた施策

バランスシートのイメージ

経営目標の達成に向けたロードマップ

2

資金調達の方向性・リスク管理3

1

テーマ

基本
方針

戦略

経営
目標

（2027年度計画）

稼ぐ力の強化

親会社株主に帰属する当期純利益 1,000億円

ROA（総資産純利益率） 1.4%

ROE 10%

2030年度のGHG排出量*1

50%削減に向けた取り組み 33%～50%

エンゲージメント指数*2

（実施するグループ会社含む）
肯定的回答率の 

維持・向上

ROE10%を達成し、 
PBR1倍以上を目指す

（財務目標を純利益ベースに一本化）

財務目標の達成を支える
ESG戦略を強化

ポートフォリオ
Transformation
高い収益性と安定性のある

ポートフォリオ

PX HRX

DXGX

TCX
TC 

Transformation

2023年3月末
実績

2028年3月末
計画

 ポートフォリオ見直し
   事業分野別ROICスプレッド管理に基づく、ポートフォ
リオ配分への落とし込み
   低効率資産の入れ替え・EXIT

 成長分野への投資
   高い期待リターンの見込める事業領域への投資を 
推進

総資産 ＋ 約1兆円 増加 セグメント資産
＋約1兆円の内訳（イメージ）
 

 国内リース +500億円　
 オートモビリティ +1,500億円　
 スペシャルティ +4,000億円　
 国際 +2,500億円　
 環境インフラ +2,000億円　

2022年度
実績

国内リース
事業分野

オートモビリティ
事業分野

スペシャルティ
事業分野

国際
事業分野

環境インフラ
事業分野

その他 2027年度
計画

48億円

ロシア特別損失
580億円

EPS 38.95円

EPS 約810円

1,000億円

628億円

△161

＋269

＋173＋91
＋39＋61

＋73

一過性利益剝落、
損失バッファー設定

一過性損失控除後
有価証券評価損の反動

各事業分野の主な戦略

P.63 P.71P.69P.67P.65

当期純利益目標の達成イメージ

*1 2021年度を基準年度とし、2030年度に50%削減目標を公表済み
*2 当社実施の従業員エンゲージメント調査における、選択式設問の肯定的な回答数をベースに算出

長期調達比率の推移
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資金調達におけるリスク管理
  原則年4回、代表取締役社長を委員長とするALM委員会を実
施し、グループ全体の資金調達状況の報告や、金利・為替など
市場リスクに対するヘッジ方針などを協議・決定しています。

資金調達の安定性
  長期調達比率は85%内外で推移しており、安定した調達戦略
を継続して推進します。

円貨調達
約2.6兆円
（58%）

外貨調達
約1.9兆円
（42%）

有利子負債の内訳

約4.5兆円
(2023年3月末時点）

うちACG
54%

利益成長 ROA向上
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